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員教授を務めた。長年にわたり、ウィーン大学の応用言語学の講師であった。2006年5月か
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Email: martin.reisigl@germ.unibe.ch
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シリーズ本Discourse Approaches to Politics, Society and Cultureの編者を務めている。
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主要業績：［著書］『ナラティブ研究の最前線―人は語ることで何をなすのか』（共著、ひつ

じ書房、2013）、『第二言語リテラシーとストーリーテリング―次世代の日本語学習者のコ
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ミュニケーションのために』（J&C、2015）、『インターカルチュラル・コミュニケーションの

理論と実践』（共著、くろしお出版、2016）

高木 佐知子（たかぎ　さちこ）

現職：大阪府立大学現代システム科学域教授

専門分野：談話研究、社会言語学
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Develop Conversations（大阪公立大学共同出版会、2010）、『3.11原発事故後の公共メディア
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（渡辺学／山下仁編『講座ドイツ言語学3　ドイツ語の社会語用論』ひつじ書房、2014）、「『環

境・エネルギー・原子力・放射線教育』から見えてくるもの」（名嶋義直／神田靖子編『3.11 
原発事故後の公共メディアの言説を考える』ひつじ書房、2015）、「『硬直した道』から『や

さしい道』へ」（義永美央子／山下仁編『ことばの『やさしさ』とは何か―批判的社会言語

学からのアプローチ』三元社、2015）、ルート・ヴォダック／ミヒャエル・.マイヤー著、野

呂香代子監訳『批判的談話分析入門―クリティカル・ディスコース・アナリシスの方法』

（三元社、2010）など

義永 美央子（よしなが　みおこ）

現職：大阪大学国際教育交流センター教授

専門分野：日本語教育学、応用言語学

主要業績：［著書］『インタラクションと学習』（共著、ひつじ書房、2017）、『インターカルチ

ュラル・コミュニケーションの理論と実践』（共編著、くろしお出版、2016）、『日本語教材研

究の視点』（共著、くろしお出版、2016）、『ことばの「やさしさ」とは何か―批判的社会言

語学からのアプローチ』（共編著、三元社、2015）、『日本語教育学の歩き方―初学者のため

の研究ガイド―』（共著、大阪大学出版会、2014）、［翻訳］ルート・ヴォダック＆ミヒャエ

ル・マイヤー編著『批判的談話分析入門―クリティカル・ディスコース・アナリシスの方

法』（共訳、三元社、2010）など


